
新学習指導要領の実施に向けた準備状況

学校教育課

新学習指導要領全面実施

小学校 令和２年度 中学校 令和３年度

□新学習指導要領を踏まえた授業への対応

・県教育課程研修会（各教科等）への参加及び校内教員への周知

・県事業「活用力アップにつながる授業改善事業（Ｂ-ＰＬＡＮ）」の活用

・「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた日々の授業の見直し、改善

・学習評価についての研修会への参加（１２月～１月）

□教育課程への対応

・授業時数確保のための時間割の試行

・年間指導計画の作成（本年度中）

□新教科書への対応

・令和２年度使用教科書の教材研究

・教科書活用研修（国語、理科、英語）の実施（１月～２月）

□外国語・外国語活動への対応

・外国語担当者研修会の実施

・英語専科指導教員の配置と活用

・ＡＬＴの効果的活用

□プログラミング教育への対応

・市内教員を対象にした研修会の実施

・各学校で使用できるプログラミングソフト、プログラムの配布

・各学校での実践
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令和２年度からの新学習指導要領（小学校外国語）について

学校教育課

（１）新学習指導要領における小学校外国語・外国語活動での学習内容

小学校では身近で簡単な事柄について、簡単な語句や基本的な表現を用いて、自分の考えや

気持ちなどを伝え合う言語活動を行う。

①小学校３・４年生「外国語活動」

・週に１時間、年間３５時間

・評価は、児童の学習状況における顕著な事項を文章記述する。

・「聞くこと」「話すこと」を中心に、自分の考えや気持ちなどを伝え合う力の素地を養う言

語活動を実施する。

②小学校５・６年生「教科外国語」

・週に２時間、年間７０時間

・教科書を使用し、評定（３段階）をする。

・「聞くこと」「話すこと」に加え、「読むこと」「書くこと」に慣れ親しむ活動も実施する。

・アルファベット大文字、小文字の全てを学ぶ。

・「書くこと」は、単語や文をなぞり書きをしたり、見本をまねて書いたりする。

（２）小学校の外国語担当者

・学級担任単独

・学級担任と「小学校外国語・外国語活動支援員」

・学級担任とＡＬＴ（外国語指導助手）

・学級担任と「小学校外国語・外国語活動支援員」とＡＬＴ

※学校によっては、校内の外国語担当教員が単独で授業実施

（３）対応

①ＡＬＴの活用

・平成２８年度よりＡＬＴを２名増員

・校区内の小学校を月に１回ずつ訪問し、学級担任と授業実施

・４名のＡＬＴが揃って学校を訪問し、授業や活動を実施

②先行実施

・平成３０年度および平成３１年度（令和元年度）に全小学校で、３，４年生で週１時間、

５，６年生で週２時間の授業を実施し、令和２年度の全面実施にゆるやかにつなげた。

・３年生～６年生の年間指導計画を市として提示し、全小学校での学習内容が同じになる

ようにした。

総合教育会議資料
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・先行実施期間中の教材を、市教委と各校の共有フォルダにデジタルファイルを保存し、

各校が簡便に使用できるようにした。

③小学校教員対象研修

〇文部科学省教育課程調査官 直山 木綿子（ゆうこ）氏による研修

・平成２７年度～平成２９年度

・新学習指導要領における外国語教育の目標や内容の伝達と模擬授業

〇小学校教員対象の実践研修（倉吉イングリッシュ・シャワールーム）

・平成２８年度～平成３０年度

・年に２回ずつ（夏期休業中および冬季休業中）

・原則英語でのやりとりをしながら、授業で役立つ

言語活動を体験したり、協力しながら授業づくり

をしたりした。

〇校内研修

・小学校英語教育推進リーダー研修を受けた教員が、校内で伝達講習を実施した。

・校内授業研を実施し、指導主事からの指導を受けている。

④小中連携

・中学校区ごとに、年に１回授業研究会を実施し、研修の機会としている。

⑤先進的な授業実践

・平成３０年度、平成３１年度に、外国語専科教員を配置し、新学習指導要領に対応した

授業をしている。（明倫小、成徳小、灘手小）

・国事業の公開学習と合わせ、市内小中学校外国語担当者にも参加を呼びかけ、研修の機

会とした。

（４）平成３０年度英語教育実施状況調査結果より

①「外国語活動の学習が好きな児童数」１，４１９名／１，５９０名中 （８９．２％）

外国語の学習が好きな児童が大変多いのは、小学校の先生方の努力による。文部科学省直

山教育課程調査官（当時）もそのことを強調しておられた。

②「先行実施において、課題と感じていること、困っていることがあると答えた学校」１３校

・授業作りや教材作成に多大な時間がかかる。

・ALTとの打ち合わせの時間が十分に確保できていない。

・先行実施期間中の文科省作成教材のうち、特に５，６年生用は難しかった。

・英語に自信がない。

これらの課題を少しずつ克服できるよう、市教委として支援していきたい。



総合教育会議資料（案） 
ＩＣＴを活用した学習効果 

学校教育課  
１ 背景 
急速に情報化が進展していく社会の中で、情報や情報手段を主体的に選択し活用していくため

に必要な情報活用能力を、育成する重要性がますます高まっている。新学習指導要領では、情報

活用能力が言語能力と同様に「学習の基盤となる資質・能力」と位置付けられ、総則において初

めて学校のＩＣＴ環境の整備とＩＣＴを活用した学習活動の充実を図ることに配慮することが

示された。   
２ ＩＣＴ機器を活用する学習効果 
時間的・空間的制約を超えること、双方向性を有すること、カスタマイズが容易である。この

ような特長を効果的に活用することにより、  ・ 児童生徒が分かりやすい授業  ・ 一人一人の能力や特性に応じた学び（「個別学習」）  ・ 児童生徒同士が教え合い学び合う協働的な学び（「協働学習」）  などを推進することが可能    新学習指導要領             
ＩＣＴを活用していくことは、「主体的・対話的で深い学び」の実現に向けた授業改善に効果的で

あると考えられる。その結果、児童生徒が生涯にわたって能動的に学び続けるための資質・能力を

身に付けさせることにつながっていく。 

・児童生徒の「主体的・対話的で深い学び」の実現 
・これからの時代に求められる資質・能力を身に付ける。 
・生涯にわたって能動的に学び続ける。 

ＩＣＴの活用 ・児童生徒の学習への興味・関心を高めること 
・分かりやすい授業の実現 
・主体的・協働的な学習の展開 

授業改善 



新
学
習
指
導
要
領
の
ポ
イ
ン
ト
（
情
報
活
用
能
力
の
育
成
・
Ｉ
Ｃ
Ｔ
活
用
）

➢
情
報
活
用
能
力
を
、
言
語
能
力
と
同
様
に
「
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
」
と
位
置
付
け

小
・
中
・
高
等
学
校
共
通
の
ポ
イ
ン
ト
（
総
則
）

総
則
に
お
い
て
、
児
童
生
徒
の
発
達
の
段
階
を
考
慮
し
、
言
語
能
力
、
情
報
活
用
能
力
（
情
報
モ
ラ
ル
を
含
む
。
）
等
の
学
習
の
基
盤
と
な
る
資
質
・
能
力
を
育
成
す
る

た
め
、
各
教
科
等
の
特
性
を
生
か
し
、
教
科
等
横
断
的
な
視
点
か
ら
教
育
課
程
の
編
成
を
図
る
も
の
と
す
る
こ
と
を
明
記
。
【
総
則
】

➢
小
学
校
に
お
い
て
は
、
文
字
入
力
な
ど
基
本
的
な
操
作
を
習
得
、
新
た
に
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
的
思
考
を
育
成

各
教
科
等
の
特
質
に
応
じ
て
、
児
童
が
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
で
文
字
を
入
力
す
る
な
ど
の
学
習
の
基
盤
と
し
て
必
要
と
な
る
情
報
手
段
の
基
本
的
な
操
作
を

習
得
す
る
た
め
の
学
習
活
動
や
、
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
を
体
験
し
な
が
ら
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
に
意
図
し
た
処
理
を
行
わ
せ
る
た
め
に
必
要
な
論
理
的
思
考
力

を
身
に
付
け
る
た
め
の
学
習
活
動
を
計
画
的
に
実
施
す
る
こ
と
を
明
記
。
【
総
則
】

○
平
成
２
９
年
３
月
に
小
学
校
及
び
中
学
校
、
平
成
３
０
年
３
月
に
高
等
学
校
の
新
学
習
指
導
要
領
を
公
示
。

○
新
学
習
指
導
要
領
を
小
学
校
は
令
和
２
年
（
2
0
2
0
年
）
度
、
中
学
校
は
令
和
３
年
（
2
0
2
1
年
）
度
か
ら
全
面
実
施
。
高
等
学
校
は
令
和
４
年

（
2
0
2
2
年
）
度
か
ら
学
年
進
行
で
実
施
。

➢
学
校
の
Ｉ
Ｃ
Ｔ
環
境
整
備
と
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
に
配
慮

総
則
に
お
い
て
、
情
報
活
用
能
力
の
育
成
を
図
る
た
め
、
各
学
校
に
お
い
て
、
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
や
情
報
通
信
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
な
ど
の
情
報
手
段
を
活
用
す

る
た
め
に
必
要
な
環
境
を
整
え
、
こ
れ
ら
を
適
切
に
活
用
し
た
学
習
活
動
の
充
実
を
図
る
こ
と
に
配
慮
す
る
こ
と
を
明
記
。
【
総
則
】

➢
高
等
学
校
に
お
い
て
は
、
情
報
科
に
お
い
て
共
通
必
履
修
科
目
「
情
報
Ⅰ
」
を
新
設
し
、
全
て
の
生
徒
が
プ
ロ
グ

ラ
ミ
ン
グ
の
ほ
か
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
を
含
む
）
や
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
の
基
礎
等
に
つ
い
て
学

習 「
情
報
Ⅰ
」
に
加
え
、
選
択
科
目
「
情
報
Ⅱ
」
を
開
設
。
「
情
報
Ⅰ
」
に
お
い
て
培
っ
た
基
礎
の
上
に
、
情
報
シ
ス
テ
ム
や
多
様
な
デ
ー
タ
を
適
切
か
つ
効
果
的

に
活
用
し
、
あ
る
い
は
コ
ン
テ
ン
ツ
を
創
造
す
る
力
を
育
成
。
【
情
報
科
】

➢
中
学
校
に
お
い
て
は
、
技
術
・
家
庭
科
（
技
術
分
野
）
に
お
い
て
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
、
情
報
セ
キ
ュ
リ
テ
ィ
に
関

す
る
内
容
を
充
実

「
計
測
・
制
御
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
に
加
え
、
「
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
利
用
し
た
双
方
向
性
の
あ
る
コ
ン
テ
ン
ツ
の
プ
ロ
グ
ラ
ミ
ン
グ
」
等
に
つ
い
て
学
ぶ
。
【
技
術
・
家
庭
科

（
技
術
分
野
）
】

小
・
中
・
高
等
学
校
別
の
ポ
イ
ン
ト
（
総
則
及
び
各
教
科
等
）



A
一
斉
学
習

挿
絵
や
写
真
等
を
拡
大
・
縮
小
、

画
面
へ
の
書
き
込
み
等
を
活
用
し

て
分
か
り
や
す
く
説
明
す
る
こ
と

に
よ
り
、
子
供
た
ち
の
興
味
・
関

心
を
高
め
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

画
像
の
拡
大
提
示
や
書
き
込

み
、
音
声
、
動
画
な
ど
の
活
用

B
個
別
学
習

デ
ジ
タ
ル
教
材
な
ど
の
活
用
に
よ
り
、
自
ら
の
疑
問
に
つ
い
て
深
く

調
べ
る
こ
と
や
、
自
分
に
合
っ
た
進
度
で
学
習
す
る
こ
と
が
容
易

と
な
る
。
ま
た
、
一
人
一
人
の
学
習
履
歴
を
把
握
す
る
こ
と
に
よ

り
、
個
々
の
理
解
や
関
心
の
程
度
に
応
じ
た
学
び
を
構
築
す
る
こ

と
が
可
能
と
な
る
。

一
人
一
人
の
習
熟
の
程
度
等
に

応
じ
た
学
習

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
用
い
た
情
報
収

集
、
写
真
や
動
画
等
に
よ
る
記
録

マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
を
用
い
た
資
料
、

作
品
の
制
作

情
報
端
末
の
持
ち
帰
り
に
よ
る
家

庭
学
習

C
協
働
学
習

タ
ブ
レ
ッ
ト

P
C
や
電
子
黒
板
等
を
活
用
し
、
教
室
内
の
授
業
や
他

地
域
・
海
外
の
学
校
と
の
交
流
学
習
に
お
い
て
子
供
同
士
に
よ
る

意
見
交
換
、
発
表
な
ど
お
互
い
を
高
め
あ
う
学
び
を
通
じ
て
、
思

考
力
、
判
断
力
、
表
現
力
な
ど
を
育
成
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
る
。

グ
ル
ー
プ
や
学
級
全
体
で
の
発

表
・
話
合
い

複
数
の
意
見
・
考
え
を
議
論
し
て

整
理

グ
ル
ー
プ
で
の
分
担
、
協
働
に
よ

る
作
品
の
制
作

遠
隔
地
や
海
外
の
学
校
等
と
の

交
流
授
業

A
1

 教
員
に
よ
る
教
材
の
提
示

B
1

 個
に
応
じ
る
学
習

B
2

 調
査
活
動

B
4

 表
現
・
制
作

B
5
家
庭
学
習

C
1

 発
表
や
話
合
い

C
2

 協
働
で
の
意
見
整
理

C
3

 協
働
制
作

C
4

 学
校
の
壁
を
越
え
た
学
習

シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ

ル
教
材
を
用
い
た
思
考
を
深
め
る

学
習B

3
 思
考
を
深
め
る
学
習

学
校
に
お
け
る
Ｉ
Ｃ
Ｔ
を
活
用
し
た
学
習
場
面

※
「
学
び
の
イ
ノ
ベ
ー
シ
ョ
ン
事
業
」
実
践
研
究
報
告
書
（
平
成
２
６
年
）
よ
り

各
教
科
等
の
指
導
で
IC
T
を
活
用
す
る
こ
と
は
、
子
供
た
ち
の
学
習
へ
の
興
味
・
関
心
を
高
め
、
分
か
り
や
す

い
授
業
や
「
主
体
的
・
対
話
的
で
深
い
学
び
」
の
実
現
や
、
個
に
応
じ
た
指
導
の
充
実
に
資
す
る
も
の
。
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A1

一
斉

学

習

B1

B2

B3

B4

B5

個

別

学

習

C1

C2

C3

A1C4

協

動

学

習

指

導

展

開

例

A1

一
斉

学

習

B1

B2

B4

B5

C1

C2

C3

A1C4

協

動

学

習

指

導

展

開

例

▲

形や色を楽しもう

▲

三平方の定理の利用

▲

かたちづくり

▲

遺伝の規則性と遺伝子

長野市立塩崎小学校 第4学年

新見市立哲西中学校 第3学年

大府市立東山小学校 第1学年

佐賀県立武雄青陵中学校 第3学年

図画工作科 

数学科 

算数科

理　科 

●  制作する皿の利用イメージ

を持たせるために、いちご

を皿に載せたイラストの

皿の色を変更することが

できるデジタル教材を児童

がタブレットPCで操作し、

皿の色による雰囲気の違い

などを自分のペースで試し、

楽しみながら考えさせる

ことができた。

●   各自で皿の色を決めた後

に、その色を選んだ理由

をグループで話し合わせる

ことにより、各自の考えを

深めることができた。

●  これから学ぶ内容に関係

する既習事項として、1年生

の単元である空間図形の

コン テン ツ を 学 習 者用

デ ジ タ ル 教 科 書・教 材

から引き出して復習させる

ことで、空間図形のイメージ

を持って学習に臨むことが

できた。

●   空間図形のイメージが理 

解できているため、その後、 

学習課題を電子黒板で共

有して、考え方を確認する

際に、課題への考え方に

ついてより理解を深める

ことができた。

●  タブレットPCの自作ソフト

を使って、与えられた影絵

に三角形をあてはめ、何

枚の三角形でできている

かを各自のペースで調べ

させることにより、興味・

関心を高めることができた。

●   児童の学習結果をグループ

で見せ合ったり、電子黒板

で共有したりすることに

より、考えを深めることが

できた。

●  学習者用デジタル教科書・

教材のコンテンツを用いて、

マツバボタンの発芽実験の

シミュレーションを各自で

行わせた。各自が調べた結果

や考えたことをグループで

照らし合わせて、その規則性

について考えを深めることが

できた。

●   シミュレーションの数値を 

グループ・全体で合計する 

ことにより、個体の数が多 

くなれば統計上の理論値

に近くなることを体感さ

せ、学習内容への理解を深

めることができた。

 

シミュレーションなどのデジタル教材を用いた試行により、考えを深める

学習を行う

B3 思考を深める学習 

 ICT 活用のポイント

1.デジタル教材を用いて、学習課題の試行を容易に繰り返すことにより、学習課題への

関心が高まり、理解を深めることが可能となる。

2.デジタル教材のシミュレーション機能や動画コンテンツ等を用いることにより、通常では

難しい実験・試行を行うことが可能となる。

具 体 的な学習場 面
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学習課題に対する自分の考えを、電子黒板等を用いてグループや

学級全体に分かりやすく提示して、発表・話合いを行う

C1 発表や話合い

 ICT 活用のポイント

1. 情報端末や電子黒板等を用いて、個人の考えを整理して伝え合うことにより、思考力や

表現力を培ったり、多角的な見方・考え方に触れたりすることが可能となる。

2. 情報端末を使ってテキストや動画で表現や考えを記録・共有し、何度も見直しながら

話し合うことにより、新たな表現や考えへの気づきを得ることが可能となる。

具 体 的な学習場 面

▲

計算のきまり

▲

ここには、きっといるよ

▲

大昔のくらしは、どんな様子なの

▲

話したいな、夏休みの出来事

寒河江市立高松小学校 第3学年

箕面市立萱野小学校 第4学年

内灘町立大根布小学校 第6学年

広島市立藤の木小学校 第3学年

算数科

図画工作科

社会科

国語科

●  ペアで協力して2通りの

方法で算数の問題を解く際

に、タブレットPCで学習

シートを共有して、同時に

書き込んだり、解き方に

ついて話し合うことにより、

学 習 内 容 へ の 理 解 を

効果的・効率的に深める

ことができた。

●   各ペアのタブレットPCの

画面を電子黒板で巡回提示

して全体で共有し、互い

に意見交流をすることに

より、学習内容への理解

をさらに深め、定着につなげる

ことができた。

●  紙 粘 土 の 人 形 を 好きな

場所に置いて写真を撮影し、

ひとつの作品とする学習

において、制作した作品を

協働学習アプリケーション

に保存して、互いに鑑賞

して感想やアドバイスを

書き込む活動を行うこと

により、短 時 間に多くの

作品を閲覧し、効率よく

交流を行うことができた。

●   また、得られたアドバイス

をもとに作品を改善する

ことにより、表現力を高める

ことができた。

●  弥生時代の人々の服装や

持ち物、建物についてペア 

で調べる学習において、 

タブレットP C を 使って 

資料を拡大表示しながら

話し合うことにより、細部

まで詳しく調べることが

でき、当時の暮らしについ 

て驚きや感動をもって学

習できた。

●   調べたことを電子黒板に

提示して全体に発表する

ことにより、学習内容への

理解をさらに深め、表現力・

発信力を高めることがで

きた。

●  夏休みの出来事を紹介する

ス ピ ー チ を 行 う 際 に 、

タブレットPCの協働学習

アプリケーションを使って

ペアで互いに聞きたいこと

を書き込み、それを参考に

することにより、スピーチ

内容を精選し、構成を考える

ことができた。

●   さらに電子黒板に各自の

書 き 込 み を 表 示 さ せ 、

グループやクラス全体で

紹 介し合うことにより、

課題解決に必要な情報を

収集・判断し統合する能力や

コミュニケーション能力

を育成することができた。



ICTを活用した指導方法12

A1A1

一
斉

学

習

一
斉

学

習

B1B1

B2B2

B3B3

B4B4

B5B5

個

別

学

習

個

別

学

習

C1C1

C2

C3C3

A1C4 A1C4

協

動

学

習

指

導

展

開

例

指

導

展

開

例

情報端末等を用いてグループ内で複数の意見・考えを共有し、

話合いを通じて思考を深めながら協働で意見整理を行う

C2 協働での意見整理

 ICT 活用のポイント

1. 情報端末を用いて、学習課題に対する互いの進捗状況を把握しながら作業することにより、

意見交流が活発になり、学習内容への思考を深めることが可能となる。

2. 情報端末等を用いて、互いの考えを視覚的に共有することにより、グループ内の議論を

深め、学習課題に対する意見整理を円滑に進めることが可能となる。

具 体 的な学習場 面

▲

自動車会社をたずねて

▲

スポーツは文化－国際大会のルールや役割、働きなどを調べよう－

▲

第二次世界大戦と日本

▲

植物のなかまわけ

葛飾区立本田小学校 第5学年

上越教育大学附属中学校 第1学年

新地町立尚英中学校 第3学年

松阪市立三雲中学校 第1学年

社会科

保健体育科

社会科

理　科

●  調査内容を効率よく整理し、

発表資料をまとめるため、

協働学習アプリケーション

を活用して人気のある自動車

に関して共有し、グループ内

で意見を出し合った。

●  新たな気づきを促すため、

発 表 資 料 を 電 子 黒 板 に

提 示 し て 発 表 し 、他 の

グループの考え方と比較

した。

●  他の班員の分担部分に関

係する情報を素早く引き

渡したり、調査段階から

関連事項への理解を深め

るため、協 働 学習アプリ

ケーションに記録しながら

スポ ー ツの 国 際 大 会 に

ついて個 に々インターネット

等で調べ活動を行った。

互いのテーマに関連した

内容も収集し、調べて得た

情報を随時交換した。

●  言語活動をより深めるた

め、他の班員の関連事項

に関する意見交換も活発

に行った。

●  各自の進捗状況や内容の

重複、過不足を把握して、

調査内容の整理を円滑に

進めるため、調査内容を

協働学習アプリケーション

に 入 力し 共 有 し な が ら

歴史上の出来事について

グ ル ー プ 内 で 分 担 して

調べた。

●  歴史上の出来事の関連性

について、さらなる理解を

深めるため、調査内容を

グループごと議論しながら

まとめさせた。

●  情報整理を円滑に進める

ため、植物の進化過程に

関して概念地図をまとめ

る学習において、各自が 

分 担して 調 べ た 内 容 を 

タブレットPCに記録し、 

それぞれが描いた概念地図 

をグループで一つにまと

めた。

●  ま た 、グ ル ー プ 内 で の

集団思考を深めるために、

各自の調査内容を比較する

活動をさせた。
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倉吉市立図書館の新しい活動

認知症予防としての音読

倉吉市の高齢化率は 31.7％であり、今後もその割合

は高くなっていくことが想定されます。

図書館では、高齢化社会に対応するため、高齢者サー

ビスを行っており、その一つとして、平成２５年７月よ

り音読教室を毎月開催しています。音読は認知症予防に

効果があると言われており、音読教室の参加者も年々増

え、好評をいただいています。

図書館の図書を使うことで、類似図書の紹介・貸出な

ど、高齢者の読書を推進する良い機会になっています。

音読で使用する絵本等についての貸出も増えてきており、図書の充実を図っていきます。

今後も、高齢者の読書推進と、図書館をコミュニケーションの場として活用してもらい、高齢者の健

康的な生活づくりに貢献するものです。

学生と大人のための英語教育支援

１２月１日に開催した、多読に関する講演会では親子

での参加が多く、講演会のなかでは３歳の女の子が講師

と英語単語でやりとりをする場面も見られ、幼いうちか

らの英語教育への関心が高いことがうかがえました。英

語（外国語）授業の小学校導入により学習熱の高揚も想

定されます。

今年度は新たに英語教育に関する児童生徒を対象とし

た図書、保護者教員を対象とした図書、生涯学習として

の英語学習を支援する図書等の購入を重点的におこない、

英語教育支援コーナーを設置しました。英語学習、英会話、英語指導、資格取得など内容ごとに分け配

架しています。新たに購入した図書の利用率は高く、今後も英語教育支援コーナーの充実を図ってい

きます。

図書館における農業などの産業支援

図書館では、地域の産業を支援し活性化することを目

的に農業をはじめとする産業振興に関する図書の提供をお

こなっております。なかでも農業に関する問い合わせが多

く、昨年度に２回、今年度に１回開催した農業に関する講

座には多くの参加がある関心の高さがうかがえました。
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倉吉市立図書館の新しい活動

館内には農業支援コーナーを設置し、栽培方法のほかに

加工食品、商品開発など関連した図書を集めております。

産業活性化のための課題解決向け、農業支援コーナーの図

書やＤＶＤ等の充実を図っていきます。

また、図書だけではなく、農業と食生活に関する情報をま

とめたデータベースを館内のインターネット利用端末で自由

に見ていただくことができ、活用していただいています。現

在は倉吉館だけでの閲覧のみとなっており、せきがね館での

閲覧はできません。せきがね館の利用者からも閲覧できるよ

うにしてほしいとの要望を伺っており、せきがね館でも閲覧

できるよう検討しているところです。

山上憶良短歌賞とまちづくり

平成 24 年に創設した山上憶良短歌賞は今年度で８回目を迎え、今では全国から 5,000 首を超える賞

に成長しました。この事業は、市民の地域に対する誇りと愛着の醸成、地域づくりへの意欲の高揚を目

的の一つとしており、民間団体、民間ボランティアと協力して実施する短歌教室、山上憶良を知る授業

のほか、山上憶良・土屋文明歌碑の建立、やしろ五輪まつり・社地区文化祭への参加、支援団体山上憶

良の会の結成、さらに同会主催事業への協力などを行った結果、伯耆国守山上憶良の知名度は次第に

上がってきましたが、まちづくり活動への波及はまだまだの状況です。今後も継続して事業を実施し

ます。なお、表彰式などは交通の便を考え倉吉交流プラザで行う予定です。

図書館へのＩＣＴ機器の導入

図書館は本館に利用者用端末を設置しインターネット情報を提供していますが、大人用２台と子ど

も用（高校生以下）１台と台数が少ないため利用時間が 30分と短く、またメモ用として整備したため

設置場所も狭く、学習・調べものには不便です。このため、この際端末を増設することとし、また端末

としてはキータッチの音もせず、また移動が容易で座席の有効活用ができるタブレットの導入を考え

ています。

一方、中高校生・短大生はほとんどが電子辞書を活用しており、また最近は電子体のみ市販する辞

書・図書も珍しくなくなっており、今後もその傾向が強まると予想されることから、図書館も電子体の

辞書・図書を提供する必要が高まってきています。このため利用者のニーズを確認しながら順次ＩＣ

Ｔ機器と電子辞書・図書を導入したいと考えています。

※参考資料：「高１読解力 15位に低下」（日本海新聞 元・12・4）

他のＯＥＣＤ加盟国（79カ国・地域）と比較して、わが国の高校 1年生はデジタル機器の使

用が特に少ないため、読解力に劣るという問題点を指摘。
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